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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

    ２．記載金額は、千円未満を切捨てによって表示しております。なお、１株当たり情報については小数点第３位

を四捨五入によって表示しております。 

３．売上高は消費税等抜きで表示しております。  

回次 
第31期 

第１四半期連結 
累計(会計)期間 

第30期 

会計期間 
自平成20年４月１日 
至平成20年６月30日 

自平成19年４月１日 
至平成20年３月31日 

売上高（千円） 5,072,105 22,961,851 

経常利益（千円） 613,884 3,493,855 

四半期（当期）純利益（千円） 285,637 1,851,152 

純資産額（千円） 42,586,336 43,251,917 

総資産額（千円） 50,453,189 51,416,433 

１株当たり純資産額（円） 1,330.04 1,349.94 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
8.97 57.65 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
－ － 

自己資本比率（％） 83.91 83.57 

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
563,372 4,364,515 

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
△352,190 △5,439,808 

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
△323,689 △407,532 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
11,477,746 11,620,276 

従業員数（人） 630 614 
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２【事業の内容】 

 当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

３【関係会社の状況】 

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

４【従業員の状況】 

 （注） 従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、

当第１四半期連結会計期間の平均人員を（ ）外数で記載しております。 

 （注） 従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用

者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、当第１四半期会計期間の平均人員を

（ ）外数で記載しております。 

(1）連結会社の状況 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 630（387） 

(2）提出会社の状況 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 361（190） 
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1)生産実績 

 当第１四半期連結会計期間の生産実績を区分ごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

(2)商品仕入実績 

 当第１四半期連結会計期間の商品仕入実績を区分ごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

(3)受注状況 

 当社グループは見込み生産を行っているため、該当事項はありません。 

区分 
当第１四半期連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

液体スープ（千円） 768,686 

液体天然調味料（千円） 3,494,726 

粉体天然調味料（千円） 712,826 

その他（千円） 188,400 

合計（千円） 5,164,639 

区分 
当第１四半期連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年６月30日) 

液体天然調味料（千円） 226,541 

粉体天然調味料（千円） 10,131 

合計（千円） 236,673 
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(4)販売実績 

 当第１四半期連結会計期間の販売実績を区分ごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

２【経営上の重要な契約等】 

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

区分 
当第１四半期連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

製品  

液体スープ（千円） 675,718 

液体天然調味料（千円） 3,256,354 

粉体天然調味料（千円） 657,749 

その他（千円） 214,342 

小計（千円） 4,804,164 

商品  

液体天然調味料（千円） 252,942 

粉体天然調味料（千円） 14,997 

小計（千円） 267,940 

合計（千円） 5,072,105 
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３【財政状態及び経営成績の分析】 

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。 

(1) 業績の状況 

  当第１四半期におけるわが国経済は、エネルギーや原材料価格の騰勢がおさまらず、米国のサブプライム問題に

 端を発した世界的な金融市場の混乱が続く中、景気の減速懸念が高まり、個人消費も伸び悩みました。 

  このような状況下にあって当社グループは、天然調味料のリーディングカンパニーとして既存事業の拡充と新規

 事業の展開を図り、品質や安全衛生管理に万全の体制を取り、「食の安全」と「高品質」に注力して、安定的な成

 長を実現すべく、全社をあげて収益向上に努めました。 

  その結果、当第１四半期の連結売上高は 5,072百万円となりました。 

  また、当第１四半期の連結経常利益は 613百万円、当第１四半期純利益は285百万円となりました。 

(2) キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利

益が615百万円で大型設備投資が一巡した事等により資金残高は11,477百万円（前連結会計年度末比142百万円減）

となりました。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、税金等調整前四半期純利益が615百万円と減少しましたが、法人税等の支払額

の減少、売上債権が減少したこと等により563百万円となりました。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、設備投資等の減少により352百万円となりました。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  財務活動の結果使用した資金は323百万円となりました。これは配当金の支払及び借入金の純増加額が減少し 

  たことによります。 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

  当第１四半期連結会計期間において、対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(4) 研究開発活動 

  当社グループの国内の研究開発活動は当社の技術開発部で行っており、主要研究活動はユーザーの要望に応じた

 各種調味料、スープ類の試作およびテクニカルサービスと、当社企画製品開発および新素材の調味料の基礎研究で

 す。  

  なお、当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は73,600千円であります。 

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

  食品業界におきましては、原油高騰に伴う原材料・資機材の値上がりによるコストアップ、企業間競争等による

 価格低下による収益低下や、さらには「食の安全・安心」の品質の問題も頻発し、非常に厳しい環境下での経営で

 ありました。 

  当社グループは、まず当社は九州第２工場の隣接地に新工場を建設し、総工費は83億円で昨年４月より順調に稼

 動いたしております。 

  海外事業としては、ヨーロッパ事業は100％子会社であるフランスの F.P.Natural Ingredients S,A.S. および 

 ベルギーの F.P.N.I. BELGIUM N.V. の両社は、ナチュラルなブイヨン・スープ等の製造・販売を目的として各工 

 場の建設を総工費約43百万ユーロで行い、本年６月より稼動いたしました。中国事業につきましては、中国での調

 味料事業が急ピッチで拡大することを背景に中国子会社（青島有明食品有限公司）は現在の工場に引き続き、新工

 場の建設を総工費約80百万元で実施し、本年９月より稼動を予定いたしております。米国事業につきましては、米

 国子会社（ARIAKE U.S.A. Inc.) は、着実な需要増と収益増を実現し、今後の事業計画に対応して新工場を建設い

 たしております。  

(6) 経営者の問題意識と今後の方針について 

  当食品業界は全般的な消費停滞傾向の中で、「食の安全と健康」を強くアピールし需要の喚起に努めております

 が、厳しい環境でほとんど伸長のない状況が続くと思われます。 

  このような状況のもと、当社グループは新たに策定した諸投資および諸施策の着実な実行により、安定的に成長

 する戦略を推進し、継続的に収益をあげる体質作りに全力をあげ、計画通りの売上高・利益を達成する予定であり

 ます。 
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な

変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。 

  

第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（２）【新株予約権等の状況】 

 該当事項はありません。 

（３）【ライツプランの内容】 

 該当事項はありません。 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

（５）【大株主の状況】 

 大量保有報告書等の写しの送付がなく、当第１四半期連結会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。 

  

  

  

  

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 130,000,000 

計 130,000,000 

種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成20年６月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成20年８月８日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 32,808,683 32,808,683 
東京証券取引所 

（市場第１部） 
－ 

計 32,808,683 32,808,683 － － 

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額 

（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成20年４月１日～ 

平成20年６月30日  
－ 32,808,683 － 7,095,096 － 7,833,869 
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（６）【議決権の状況】 

①【発行済株式】 

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 （注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が10,000株（議決権の数100個）含ま

れております。 

②【自己株式等】 

  

２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第１部におけるものであります。 

３【役員の状況】 

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     977,900  － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式   31,706,000 317,060 － 

単元未満株式 普通株式    124,783 － － 

発行済株式総数 32,808,683 － － 

総株主の議決権 － 317,060 － 

平成20年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有株
式数（株） 

他人名義所有株
式数（株） 

所有株式数の合
計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

（自己保有株式） 

アリアケジャパン

㈱ 

東京都渋谷区恵比

寿南三丁目２番17

号 

977,900 － 977,900 2.98 

計 － 977,900 － 977,900 2.98 

月別 
平成20年 
４月 

５月 ６月 

最高（円） 1,490 1,829 1,780 

最低（円） 1,352 1,441 1,483 
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第５【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から

平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、霞が関監査法人及び如水監査法人による四半期レビュ

ーを受けております。 

 なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。 

 第30期連結会計年度       新日本監査法人 

 第31期第１四半期連結累計期間  霞が関監査法人及び如水監査法人 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日） 

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表 

（平成20年３月31日） 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,477,746 11,620,276

受取手形及び売掛金 4,239,206 4,637,999

担保差入有価証券 ※3  30,280 ※3  126,949

商品 102,251 79,424

製品 1,779,866 1,560,219

原材料 1,179,998 1,031,260

仕掛品 428,617 485,944

繰延税金資産 110,506 98,019

未収消費税等 342,645 342,645

その他 ※3  682,967 ※3  540,773

貸倒引当金 △6,893 △8,232

流動資産合計 20,367,193 20,515,281

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 19,289,456 18,765,575

減価償却累計額 △6,147,273 △6,043,107

建物及び構築物（純額） 13,142,183 12,722,468

機械装置及び運搬具 19,720,973 20,019,801

減価償却累計額 △12,053,274 △12,050,484

機械装置及び運搬具（純額） 7,667,699 7,969,317

土地 4,557,647 4,577,379

建設仮勘定 1,088,827 1,767,172

その他 854,654 892,950

減価償却累計額 △712,110 △710,690

その他（純額） 142,543 182,259

有形固定資産合計 26,598,901 27,218,597

無形固定資産 108,638 116,936

投資その他の資産   

投資有価証券 ※1  1,857,308 ※1  1,765,954

長期貸付金 98,881 97,222

投資不動産 ※2  562,088 ※2  563,656

繰延税金資産 212,068 487,612

その他 648,342 651,442

貸倒引当金 △235 △272

投資その他の資産合計 3,378,455 3,565,618

固定資産合計 30,085,995 30,901,151

資産合計 50,453,189 51,416,433
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日） 

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表 

（平成20年３月31日） 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,880,600 1,924,413

短期借入金 2,772,191 2,693,236

未払法人税等 361,900 667,008

賞与引当金 45,857 143,697

役員賞与引当金 － 59,700

その他 ※3  1,461,956 ※3  1,018,342

流動負債合計 6,522,506 6,506,398

固定負債   

退職給付引当金 596,680 604,370

役員退職慰労引当金 267,256 263,019

繰延税金負債 － 98,796

その他 480,409 691,931

固定負債合計 1,344,346 1,658,118

負債合計 7,866,852 8,164,516

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,095,096 7,095,096

資本剰余金 7,833,869 7,833,869

利益剰余金 29,174,565 29,366,388

自己株式 △2,056,111 △2,055,864

株主資本合計 42,047,419 42,239,489

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 25,761 △9,228

繰延ヘッジ損益 － △224,189

為替換算調整勘定 262,902 963,503

評価・換算差額等合計 288,664 730,085

少数株主持分 250,251 282,342

純資産合計 42,586,336 43,251,917

負債純資産合計 50,453,189 51,416,433
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 

 至 平成20年６月30日） 

売上高 5,072,105

売上原価 3,306,403

売上総利益 1,765,702

販売費及び一般管理費 ※1, ※2  963,848

営業利益 801,853

営業外収益  

受取利息 9,978

受取配当金 26,066

受取家賃 6,989

為替差益 20,231

有価証券売却益 17,924

その他 47,684

営業外収益合計 128,874

営業外費用  

支払利息 29,556

デリバティブ評価損 31,375

海外新事業費用 233,549

その他 22,363

営業外費用合計 316,843

経常利益 613,884

特別利益  

固定資産売却益 ※3  1,784

特別利益合計 1,784

税金等調整前四半期純利益 615,669

法人税、住民税及び事業税 332,853

少数株主損失（△） △2,821

四半期純利益 285,637
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 615,669

減価償却費 485,053

のれん償却額 4,915

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,375

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,690

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,237

賞与引当金の増減額（△は減少） △97,839

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △59,700

受取利息及び受取配当金 △36,044

支払利息 29,556

為替差損益（△は益） △12,605

有価証券売却損益（△は益） △17,924

有価証券評価損益（△は益） 2,579

売上債権の増減額（△は増加） 356,256

たな卸資産の増減額（△は増加） △396,468

仕入債務の増減額（△は減少） △23,054

その他 322,394

小計 1,167,958

利息及び配当金の受取額 36,044

利息の支払額 △29,556

法人税等の支払額 △611,074

営業活動によるキャッシュ・フロー 563,372

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の取得による支出 △300,620

有価証券の売却による収入 296,861

有形固定資産の取得による支出 △347,527

有形固定資産の売却による収入 1,934

貸付けによる支出 △3,301

貸付金の回収による収入 1,554

その他 △1,092

投資活動によるキャッシュ・フロー △352,190

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 120,574

自己株式の取得による支出 △246

配当金の支払額 △444,017

財務活動によるキャッシュ・フロー △323,689

現金及び現金同等物に係る換算差額 △30,022

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △142,530

現金及び現金同等物の期首残高 11,620,276

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  11,477,746
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

 会計処理基準に関する事項

の変更 
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

の変更 
 たな卸資産 
  通常の販売目的で保有するたな卸資
産については、従来、主として個別法
による原価法によっておりましたが、
当第１四半期連結会計期間より「棚卸
資産の評価に関する会計基準」（企業
会計基準第９号 平成18年７月５日）
が適用されたことに伴い、主として個
別法による原価法（貸借対照表価額に
ついては収益性の低下に基づく簿価切
下げの方法）により算定しておりま
す。 

  なお、これにより損益に与える影響
はありません。 

  （2）「連結財務諸表作成における在外子
会社の会計処理に関する当面の取扱
い」の適用 

  当第１四半期連結会計期間より、
「連結財務諸表作成における在外子会
社の会計処理に関する当面の取扱い」
（実務対応報告第18号 平成18年５月
17日）を適用し、連結決算上必要な修
正を行っております。 

  なお、これにより損益に与える影響
はありません。 

  （3）重要なヘッジ会計の方法  

  ヘッジ会計の要件を満たす外貨建金
銭債権債務に係る為替予約取引につい
ては、従来、振当処理の要件を満たし
ている為替予約については振当処理
を、予定取引に係る為替予約について
は繰延ヘッジ処理を採用しておりまし
たが、財務管理体制を踏まえて検討し
た結果、外貨建金銭債権債務及びデリ
バティブ取引の状況をより適正に連結
財務諸表に反映させるため、当第１四
半期連結会計期間から「金融商品に関
する会計基準」による原則的処理に変
更しております。 
 なお、これにより損益に与える影響
は軽微であります。 
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【簡便な会計処理】 

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

  

  （追加情報） 

  
  
  

当第１四半期連結会計期間  
（自 平成20年４月１日  
 至 平成20年６月30日） 

固定資産の減価償却費の算定

方法 

 定率法を採用している資産については、

連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。

棚卸資産の評価方法  当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の

算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連

結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合

理的な方法により算定する方法によってお

ります。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関して

は、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを

行う方法によっております。 

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

税金費用の計算  税金費用については、当第１四半期連結

会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含

めて表示しております。 

  

当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

 （有形固定資産の耐用年数の変更） 

 当社の機械装置については、従来、耐用年数を９年としておりました

が、当第１四半期連結会計期間より10年に変更しました。 

 この変更は、「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」の一部改正

によるものであります。 

 なお、これにより損益に与える影響は軽微であります。 
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【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

（四半期連結損益計算書関係） 

当第１四半期連結会計期間末 
（平成20年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※１．非連結子会社及び関連会社に対するものは次のと

おりであります。 

※１．非連結子会社及び関連会社に対するものは次のと

おりであります。 

   投資有価証券（株式） 1,500千円    投資有価証券（株式） 1,500千円 

※２．投資不動産の減価償却累計額 97,693千円 ※２．投資不動産の減価償却累計額 96,126千円 

※３．担保に供している資産 

  

※３．担保に供している資産 

担保差入有価証券 30,280千円 

流動資産その他（担保差入

保証金） 

82,543千円 

上記に対応する債務（未払

金） 

32,859千円 

担保差入有価証券 126,949千円 

流動資産その他（担保差入

保証金） 

5,113千円 

上記に対応する債務（未払

金） 

76,672千円 

 ４．偶発債務 

 (1) 債務保証 

次の関係会社について、金融機関からの借入

に対し債務保証を行っております。 

保証先 
金額 

(千円) 
内容 

アリアケファーム
㈱ 

63,000  借入債務 

合計 63,000  ー 

 ４．偶発債務 

(1) 債務保証 

次の関係会社について、金融機関からの借入

に対し債務保証を行っております。 

保証先 
金額 

(千円) 
内容 

アリアケファーム
㈱ 

10,000  借入債務 

合計 10,000  ー 

   

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

※１．販売費及び一般管理費の主要なものは、次のとお

りであります。 

給料・賞与 180,626千円 

荷造運搬費 275,572 

減価償却費 22,070 

賞与引当金繰入額 14,856 

退職給付費用 3,125 

役員退職慰労引当金繰入額 4,237 

※２．一般管理費に含まれる研究開発費 

  73,600千円 

※３．固定資産売却益の内容は次のとおりであります。 

機械装置及び運搬費 1,784千円 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

（株主資本等関係） 

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至

平成20年６月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式 32,808千株 

  

  

  

  

２．自己株式の種類及び株式数 

 普通株式 978千株 

  

  

  

  

３．新株予約権等に関する事項 

 該当事項はありません。 

  

  

  

  

４．配当に関する事項 

 配当金支払額 

  

  

  

  

５．株主資本の金額の著しい変動 

 該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年６月30日現在） 

現金及び預金勘定 11,477,746千円 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － 

現金及び現金同等物 11,477,746 

（決議） 

株式の種類 
配当金の総額

（千円） 

１株当たり

配当額 

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月19日 

定時株主総会 
普通株式 477,460 15.00  平成20年３月31日  平成20年６月20日 利益剰余金 
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（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日） 

 各種天然調味料の製造、販売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業

利益の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略

しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、経済活動の類似性によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 その他の地域……米国、中華人民共和国、中華民国、フランス共和国、ベルギー王国 

【海外売上高】 

 当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

(1) 北米……米国 

(2) アジア……中華人民共和国（香港含む）、中華民国、大韓民国 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

（有価証券関係） 

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日） 

 有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。 

  

  

  

 
日本 

（千円） 
その他の地域 
（千円） 

計 
(千円) 

消去又は全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

売上高          

(1) 外部顧客に対する売上高 4,576,589 495,516 5,072,105 － 5,072,105 

(2) セグメント間の内部売上高又

は振替高 
6,621 254,054 260,675 (260,675) － 

計 4,583,210 749,570 5,332,781 (260,675) 5,072,105 

営業利益（又は営業損失） 780,295 (27,204) 753,091 48,762 801,853 

  北米 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高（千円） 157,711 359,548 517,260 

Ⅱ 連結売上高（千円） － － 5,072,105 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
3.1 7.1 10.2 
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（デリバティブ取引関係） 

  

  

（ストック・オプション等関係） 

当第１四半期連結会計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

１．ストック・オプションに係る当第１四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名 

 該当事項はありません。 

  

  

  

  

２．当第１四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容 

      該当事項はありません。 

  

  当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日） 

    該当事項はありません。 
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（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（重要な後発事象） 

    該当事項はありません。 

  

  

（リース取引関係） 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日）  

 所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っております

が、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、

記載しておりません。  

  

  

  

２【その他】 

  該当事項はありません。 

  

  

  

  

当第１四半期連結会計期間末 
（平成20年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 1,330.04 円 １株当たり純資産額 1,349.94 円

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 8.97円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 
－ 円

  
当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 285,637 

普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 285,637 

期中平均株式数（千株） 31,830 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

 該当事項はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成20年８月７日

アリアケジャパン株式会社 

取締役会 御中 

霞が関監査法人 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 森田  義 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 野村 利宏 

如水監査法人 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 植田 正敬 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 廣島 武文 

 私どもは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアリアケジャパン株

式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から

平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半

期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、私どもの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 私どもは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。四

半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 私どもが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アリアケジャパン株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

 会社と私ども両監査法人又はそれぞれの業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。 

以 上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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